
大越サタさん

満100歳おめでとう



平成11年ア月広報たまかわ

信
一
汎
い

平成11年ア月

V
出

生
明
治
辺
年
6
月
幻
日
生
ま
れ
。

石
川
郡
須
釜
村
大
字
北
須
釜
字

仏
供
回
目
番
地
に
て
父
小
針
平

蔵
氏
・
母
タ
ミ
の

2
女
と
し
て

生
ま
れ
る
。

(
明
治
辺
年
は
、
西
暦

一
八
九
九

年
で
す
か
ら
ぬ
世
紀
で
し
た
。
)

V
兄

弟
日
人
兄
弟
の
9
番
目

V
結

婚
大
正
日
年
2
月
9
日
、

大
越
藤
四
郎
氏
と
結
婚
o

v
一
家
族

-
子
供

j

m
人

・
孫

1
U人

・
曾
孫

1
犯
人

・
玄
孫

1
5人

V
趣

昧
特
に
な
い
が
、
日
本
昔
ぱ
な

し
の
テ
l
プ
を
聴
く
の
が
好

き
。
テ
ー
プ
を
聴
い
て
い
る
と

子
供
の
頃
の
こ
と
を
思
い
出
す

そ
う
で
す
。

広報たまかわ

V
長
生
き
の
秘
訣
は
っ

こ
の
質
問
に
サ
タ
さ
ん
は
、

「
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ

と
。
そ
れ
に
余
り
ク
ヨ
ク
ヨ
し

な
い
こ
と
が
大
切
だ
ナ
イ
。」

V
招
き
い
性
食
べ
物

特
に
好
き
嫌
い
が
な
く
何
で

も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、

一
日
3
食
欠
か
さ
ず
食

べ
ま
す
。

V
記
憶
力
パ
ッ
ク
ン

サ
タ
さ
ん
の
記
憶
力
は
す
ば

ら
し
い
。
家
人
も
昔
の
こ
と
で

暖
昧
な
点
が
あ
る
と
サ
タ
さ
ん

に
聞
く
と
分
か
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
あ
り
ま
す
。

V
本
村
「

3
人
自
」

百
歳
到
達
者
は
、
本
村
で
は

3
人
目
。
過
去
に
、
矢
吹
コ
ウ

さ
ん

(岩
法
寺
・
昭
和
田
年
)

と
大
竹
ツ
子
さ
ん
(
川
辺
・
昭

和
白
年
)
が
百
歳
以
上
の
長
寿

を
達
成
し
て
い
ま
す
。

あ
ち
ゃ
ん

南
須
釜
宰
花
見
堂
花
!
竹
大
越
一
こ
さ
ん
(
乃
歳
)
の
母

大
越
サ
タ
さ
ん
が
6
月
引
白
(
月
)
に
百
歳
の
誕
生
巳
を
迎
え
、

自
宅
で
百
歳
費
寿
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宿
島
県
か
ら
県
中
社
会
福
祉
事
務
所
の
川
島
一
雄
所
長
が
出

席
し
て
、
サ
タ
さ
ん
に
佐
藤
栄
佐
久
知
事
か
ら
の
貿
寿
と
銀
杯
、

知
事
直
筆
の
お
祝
い
の
書
を
贈
り
ま
し
た
。
村
か
ら
は
車
田
村

長
が
貨
寿
と
特
別
祝
金
を
、
そ
の
ほ
か
に
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
、
地
元
南
須
釜
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、
商
須
釜
区
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
お
祝
い
の
記
念
日
な
ど
が
鱈
ら
れ
ま
し
た
。

県知事からの翼寿が)11島 雄県中社会福祉事務所長より贈られました

「
皆
さ
ん
も
、

r儲ド..-二二占‘χλh、kににじ口~~;コ
七γj 、、ミ喰5唆えき営Zノ で芯ン 3、定iνr〆ノ

智穆イ思tい、出のy矛y凡lパι犠3

⑬⑬.-三ゐ、

百
ま
で
生
き
ら
ん
し
ょ
」

賀
寿
贈
呈
式
に
は
、
サ
タ
さ
ん
の

子
供
、
孫
、
曾
孫
か
ら
玄
孫
ま
で
集

ま
り
、
サ
タ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
百
歳
の

誕
生
日
を
祝
い
ま
し
た
。
曾
孫
の

大
越
里
佳
さ
ん
が
家
族
を
代
表
し

て
花
束
と
、
千
羽
鶴
を
贈
り
ま
し

た
。サ

タ
さ
ん
は
、
贈
呈
式
に
出
席

し
た
関
係
者
に

「皆
さ
ん
も
百
ま

で
生
き
ら
ん
し
ょ
」
と
声
を
掛
け

て
い
ま
し
た
。

佐藤県知事力、ら贈られたお祝いの書

最
後
に
親
族
を
代
表
し
て
、
サ

タ
さ
ん
の

4
男
大
越
和
夫
さ
ん

(
北
海
道
在
住
)
が
御
礼
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。

サ
タ
さ
ん
は
、

2
年
前
ま
で
は

家
の
周
り
の
草
刈
り
や
風
呂
焚
き
、

自
炊
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

あ
た
り
か
ら
は
外
に
出
る
こ
と
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
健

康
状
態
は
良
く
、
日
常
生
活
に
支

障
な
く
元
気
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

「家族の肖像J~50歳頃のサタさん(前列右から4人目)3男正さんの家族とサタさん(右端 .55歳頃)

2 
{サタさん、おめでとうございます。j村長からのお祝いの言葉に大喜びのサタさん

義姉の米寿のとき、ひょっとこ踊りをした(左から3人目 .75歳頃)米寿のとき舞台で踊るサタさん(右)
3 
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福島空港

l軍l

申園東方航空が就航韓国劃アシアナ航空が就航 詣患空港に降り立った中盟東方航空機

中
国
東
方
航
空
の
福
島
i
上
海

便
が
就
航
し
、
国
際
化
空
港
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
午
前
印
時
何
分
か

ら
国
際
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の

開
館
式
が
任
わ
れ
、
空
港
内
外
に

は
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
、
お
祭

り
ム
ー
ド
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

午
前
打
時
加
分
か
ら
は
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
ピ
ル
2
踏
の
出
発
口
ビ
ー

で
初
便
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
海
か
ら
の
到
麓
使
は
、
予
定

よ
り
約
ぬ
分
早
い
午
後
O
時
加
分

頃
に
稽
島
空
港
に
到
着
し
、
福
島

空
港
開
港
時
か
ら
の
念
顕
だ
っ
た

国
際
化
空
港
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
、
滑

走
路
が
舷
し
い
福
患
空
港
。

6
月

辺
自
午
前
什
時
過
ぎ
、
北
の
空
か

ら
グ
レ
ー
の
ア
シ
ア
ナ
航
空
の
機

体
が
滑
走
路
を
目
指
し
て
降
り
て

き
ま
し
た
。
滑
走
路
に
降
り
立
っ

た
ソ
ウ
ル
発
B
7
6
7
型
機
は
、

滑
走
路
か
ら
初
使
歓
迎
式
の
式
典

会
場
と
な
っ
て
い
る
空
港
エ
プ
ロ

ン
に
横
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ラ
ッ
プ
が
着
け
ら
れ
る
と
朴

三
求
ア
シ
ア
ナ
航
空
社
長
在
先
頭

に
関
係
者
、
乗
客
が
次
々
と
経
り

て
来
ま
し
た
。
空
港
の
回
り
に
は

大
勢
の
見
物
客
な
ど
が
見
守
り
、

福
島
i
ソ
ウ
ル
使
の
路
線
開
設
を

大
歓
迎
し
ま
し
た
。

霜島空港に降り立ったアシアナ航空機

荘藤知事(石から3入居)と富会長(石から2人目)が刀ツチリ握手

中園東方航空のA300型機(奥)と8737型機(手前)

福
島
空
港
へ

国
際
ム

l
ド
高
ま
る

ょ
う
こ
そ

上
海
か
ら
の
到
着
便
は
、
乗
客

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
は
、

通
常
使
用
さ
れ
る
B
7
3
7
型
機

の
ほ
か
に
A
3
0
0
型
機
の
2
機
が

福
島
空
港
に
枠
り
立
ち
ま
し
た
。

白
地
に
赤
の
「
中
国
東
方
航
空
一

の
文
字
の
入
っ
た
目
新
し
い
飛
行

機
2
機
が
国
内
線
飛
行
機
と
と
も

に
エ
プ
ロ
ン
に
駐
機
す
る
と
国
際
ム

ー
ド
が
一
躍
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
飛
行
機
に
は
中
関
東
方
航
空

の
富
允
弼
会
長
も
搭
乗
し
て
き
で
、

佐
藤
知
事
や
車
田
村
長
な
ど
関
係

者
が
到
着
ロ
ビ
ー
で
出
迎
、
え
ま
し
た
。

上
海
へ
の
一
番
機
は
、
午
後
1

持
却
分
に
福
島
空
港
か
ら
あ
い
に

く
の
小
雨
の
舞
う
梅
雨
空
に
飛
び

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

須
賀
川
甫
内
の
会
場
で
午
後
3

時
か
ら
「
福
島
i

上
海
国
際
定
期

路
線
開
設
記
念
祝
賀
会
』
が
関
か

れ
、
本
村
か
ら
も
関
係
者
が
多
数

出
席
し
ま
し
た
。

な
お
、
上
海
使
は
、
毎
逓
臼
耀

日
と
木
曜
日
の
週
2
使
が
運
航
さ

れ
、
国
際
交
流
の
交
通
要
所
と
し

て
福
島
空
港
の
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
翼

国
際
交
流
の
拠
点
「
福
島
空
港
」

ソ
ウ
ル
か
ら
の
到
着
便
も
、
予

約
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

自
は
、
通
常
使
用
さ
れ
る
小
型
の

B
7
3
7
型
機
に
代
わ
っ
て
、
中

型
の
B
7
6
7
型
機
が
梅
島
空
港

に
降
り
立
ち
ま
し
た
。

空
港
エ
プ
ロ
ン
に
準
備
さ
れ
た

式
典
会
場
で
は
、
歓
迎
式
が
行
わ

れ
、
佐
藤
県
知
事
と
朴
二
一
求
ア
シ

ア
ナ
航
空
社
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
桔
島
l
ソ

ウ
ル
定
期
便
開
設
を
祝
っ
て
テ
1

あいさつをする朴三求アシアナ航空社長

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
島
空
港
発
ソ
ウ
ル
便
の
一
番

機
は
、
約
加
分
遅
れ
の
午
後
1
時

頃
に
空
港
を
後
に
し
て
南
の
空
へ

飛
び
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

午
後
3
時
か
ら
は
、
上
海
便
の

時
と
同
じ
く
、
須
賀
川
市
内
の
会

場
で
「
福
島
l

ソ
ウ
ル
国
際
定
期

路
線
開
設
記
念
祝
賀
会
」
が
関
か

れ
ま
し
た
。

な
お
、
ソ
ウ
ル
使
は
、
毎
週
日

曜
日
、
火
曜
日
と
金
曜
日
の
週
3

国
運
航
さ
れ
ま
す
c

出航手続で鰻わうチケットカウンター前

棄醤を代表して翠措入国部連合会の山本ナ力会長(二本松市)(こ花束力鳴られた一番機のパイ口ットと客室添乗員に花束力て贈られる



平成11任7月広報たまかわ

任
期
満
ゴ
に
伴
う
平
成
什
年
ア
月
什
日
執
行
の
玉
川
村
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙
は
、
ア
月
6
日
に
立
候
補
者
届
出
の
受
付
与
」
行
っ
た
と

こ
ろ
、
候
補
者
の
数
が
定
数
(
は
名
)
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
無
投
票
と

な
り
ま
し
た
。

7
月
刊
日
午
前
9
時
か
ら
役
場
北
庁
全
口
で
選
挙
会
が
行
わ
れ
、
候
補

者
同
名
全
員
の
当
選
が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
午
前
叩
時
か
ら
同
所

で
当
選
証
書
の
付
与
式
が
行
わ
れ
、
奥
野
義
章
村
選
挙
管
理
委
員
長
か

ら
当
選
者
一
人
ひ
と
り
に
当
選
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
し
い
委
員
の
任
期
は
、

7
月
初
日
か
ら
3
年
間
と
な
り
ま

す
。
当
選
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
立
候
補
届
出
順
・
敬
称
略
)

鈴 木 茂 夫(59)

(再・北須釜)

須藤重次郎(52)

(新・小高)

橋本義晴(50)

(新ー竜崎)

岩 谷 利 秋(51)

(再 ・小高)

小針幸吉(49)

(新 ・ 中 )

園谷房夫(62)

(再 ・南須釜)

『
介
護
保
険
制
度
』
が
始
ま
り
ま
す

ー
平
成
山
年
4
月
か
5
ス
タ
ー
ト
l

介
護
保
険
で
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
出
来
る
か
ぎ
り
住
み
慣

れ
た
自
宅
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
自
宅
で
の
生
活
が
難
し
く
な
れ
ば
本
人
の
希
望
に
よ
り
施
設

サ
i
ビ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
。

今
回
は
、
具
体
的
な
サ
i
ビ
ス
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

広報たまかわ平成11年7月

A
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
方
に
つ

い
て
は
、
前
号

(6
月
号
)
で
紹
介
し
た
と
お

り
、
庁
南
京
支
援
状
態
d

H

要

介
護
状
態
d

と
認
定
さ
れ
た

方
の
み
で
す
。

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

家事など日常生活に支援

が必要な状態の方

寝たきり、痴呆などで、常
に介護を必要とする状態

小原田昭(62)

(新・南須釜)

巴菩武幸(49)

(再.)11 辺)

須釜喜男(57)

(再・岩活寺)

須 藤 利 夫 (50)

(再 .)11 辺)

育 費 秀 夫(56)

(新・ 吉)

九
叉
ん

包

t

・5
ま

乱

れ

'

引
が
一
圃
島

v

ww
受

可

品開
J

十
A
u

r'am--ELV 

則一

M

ス

Jd
ピ

E
P

…
 

サ

要介護状態の方は、在宅・施設
両方のサービスが受けられます

施設サービス易、

瀬谷武義(58)

(再・北須釜)

石森敏香(51)

(新・山小屋)

5 
玉
川
農
業
委
員
会
の
委
員
の
数

は、

全
部
で
国
名
で
す
。
選
挙
に

よ
り
選
ば
れ
る
委
員
が
口
名
、
そ

の
他
に
「
選
任
に
よ
る
委
員
」
5

名
が
い
ま
す
。
選
任
に
よ
る
委
員

の
内
訳
は、

J
A
あ
ぶ
く
ま
石
川

理
事
か
ら
1
名
、
石
川
地
方
農
業

共
済
組
合
理
事
か
ら
1
名
、
村
議

会
が
推
薦
す
る
学
識
経
験
者
3
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、

選
任
に
よ
る
委
員

郎

記
茂

一民

林

崎

1
1
J
l
E
U
 

臼

飴

庁
¥

文

同

}

j
 

LY
ん

註

ハ

原

一駄

木

断

八百

臼

圃福祉用具の貸与・購入や住
宅の改修

・福祉問呉(車いす、特殊ベッド

など)の糞与

・福祉用具(腰かけ便座、入浴用

いすなど)の購入費の支給

・住宅改修費(手すりの取り付け

段差の解消など)の支給

在宅サービス

圃家庭を訪問するサービス
・ホームへjレ/てーの訪問

(訪問介護)

・看護婦などの訪問
(訪問看護)

・リハビリの専門職の訪問
(訪問リハビ1)) 

-入浴チームの訪問
(訪問入浴介護)

・医師、歯科医師、薬剤師、栄養士、
歯科衛生士による指導

(居宅療養管理指導)

6 

5
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
及
び
機

関
か
ら
推
薦
さ
れ
、

7
月
幻
日
に

車
問
村
長
か
ら
選
任
書
の
交
付
が

行
わ
れ
ま
す
。

選
任
に
よ
る
委
員
は、

次
の
と

お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

ーその他

・痴呆性老人のグループホーム

(痴呆対応型共同生活介護)

・有料老人ホームなどでの介護

(特定施設入所者生活介護)

ー日帰りで通うサービス
・テイサービスセンターなどへ

の通所(通所介護)

・老人保健施設などへの通所
(通所リハビリ)

圃介護職員が手厚く配置され

た病院など

(介護療養型医療施設)

・療養型病床群

・老人性痴呆疾患療養病棟

・介護力強化病院(平成14年度末まで)

極特別養護老人ホーム

(介護老人福祉施設)

ー老人保健施設

(介護老人保健施設)

;嵩井麗彦(64)

(掌識経験者)

形徳次(45)

(学識経験者)

{左藤一男 (51)

(掌識経験者)

画介護サービス計画の作成

・専門家が、“要介護"の認定をう

けた方にあった、介護サービス

計画を作成

画施設への短期入所サービス
・特別養護老人ホームや老人保健

施設などへの短期入所

7 
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村
に
防

広報たまかわ

東
北
電
力
は
、
明
る
い
町
づ
く
り

支
援
活
動
と
地
域
防
犯
活
動
の
一
環

と
し
て
、
村
に
防
犯
灯
7
基
を
寄
附

し
ま
し
た
。
ま
た
、
防
犯
灯
の
取
り

付
け
工
事
は
、
ユ
ア
テ
ッ
ク
須
賀
川

営
業
所
が
無
料
で
行
い
ま
し
た
口

贈
呈
式
に
は
、
東
北
電
力
須
賀
川

営
業
所
の
小
野
勝
利
所
長
と
ユ
ア
テ

ツ
ク
須
賀
川
営
業
所
の
斉
藤
八
家
所

長
が
村
長
室
を
訪
れ
て
、
目
録
を
手

渡
し
ま
し
た
。

村
で
は
、
贈
ら
れ
た
防
犯
灯
を
各
地

区
の
道
路
沿
線
に
設
置
し
ま
し
た
。

書かね
Eq?なさが
主的?えい
りでご

ネと

韓
国
ソ
ウ
ル
か
ら
福
島
空
港
へ

の
記
念
す
べ
き
到
着

一
番
便
に
村

民
の
方
々
十
数
名
が
乗
っ
て
来
ま

し
た
。

当
初
、
一
番
機
は
B
問
機
の
予
定

が
座
席
数
の
多
い

B
問
機
に
変
更
に

な
り
空
席
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
乗
れ

た
と
の
こ
と
。
あ
る
乗
客
は
「
あ
ん

な
に
大
勢
の
人
達
が
見
守
る
中
を
タ

ラ
ッ
プ
か
ら
降
り
て
く
る
の
は
、
気

持
ち
い
い
で
す
し
、
何
よ
り
も
記
念
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

七
夕
を
間
近
に
ひ
か
え
、
福

島
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
内
で

い
ず
み
幼
稚
閤
(
水
野
岩
雄
園

長
)
の
園
児
日
名
が
七
夕
か
ざ

り
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

毎
年
恒
例
の
日
本

航
空
(
J
A
L
)
主
催
の
行
事
で
、

関
児
は
そ
れ
ぞ
れ
手
作
り
の
短

冊
や
飾
り
物
を
笹
竹
に
付
け
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
飾
り
付
け
に
は
、

J

A
L
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
ス
テ
ス
さ

ん
2
名
が
浴
衣
姿
で
お
手
伝
い

を
し
て
七
夕
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

場
が
決
ま
っ
て
お
り
、
母
娘
剣
士

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
須
釜
の
林
芳
子
さ
ん
は
、
先
月

行
わ
れ
た
福
島
県
総
合
体
育
大
会
剣

道
個
人
の
部
で
準
優
勝
を
飾
り
、
叩

月
に
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
る
第
日
四

国
民
体
育
大
会
の
出
場
を
決
め
ま
し

た
。
ま
た
、

8
月
3
日
に
東
京
の
武

道
館
で
行
わ
れ
る
全
国
家
賠
婦
人
剣

道
大
会
へ
の
出
場
も
決
ま
っ
て
お
り
、

林
さ
ん
は
、
週
5
聞
の
厳
し
い
練
習

を
通
し
て
両
全
国
大
会
で
の
上
位
入

賞
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

林
さ
ん
の
長
女
奈
穂
子
さ
ん

(須

釜
中
2
年
)
も
今
月
辺
日
に
行
わ
れ

る
中
学
校
体
育
連
盟
県
大
会
へ
の
出

か
ら
の

福
4

空機

南
須
釜
の
佐
藤
忠
二
さ
ん
宅
の
玄
関
に
珍
し
い

蜘
妹
の
巣
が
張
っ
て
い
ま
す
。
中
心
か
ら
四
方
に

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

M
の
字
の
連
続
の
よ
う
な
模
様

が
太
く
編
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
蜘
妹
は
、
も
し
か
し
て
外
国
産
の
蜘
妹
な

の
で
し
ょ
う
か
?

M
の
謎
は
深
ま
る
ば
か
り
口

岩
谷
繁
さ
ん
は
、
会
津
高
田
町
在
住
の
藤
本
輝
吉
さ
ん

の
仲
介
で
こ
ど
も
神
輿

一
基
を
製
作
し
、
会
津
高
田
町
に

贈
り
ま
し
た
。

山
石
谷
さ
ん
と
藤
本
さ
ん
は
、
昨
年
、
県
の
い
き
い
き
長

寿
県
民
賞
の
表
彰
式
で
同
席
し
た
の
が
縁
で
交
流
を
し
て

お
り
、
今
回
の
神
輿
の
贈
呈
を
企
画
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
神
輿
は
、
同
町
の
伊
佐
須
美
神
社
に
運
ば
れ
、

小
雨
の
中
、
元
気
良
く
子
供
た
ち
が
初
担
ぎ
を
行
い
ま
し

た
D

ま
た
、
岩
谷
さ
ん
に
は
、
会
津
高
田
町
の
渡
部
英
敏

町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

室

町村名が悶じごと力、ら交流をしている埼玉県玉

川村から消防団幹部の皆さんの一行25名が本村

を訪れました。

就業改善センター2階の会議室を会場に本村か

ら車田村長、1左久間消防団長ほか幹部が出席して、

消防由の組織や新入団員の確保などの問題につい

て交流・研修を行いました。

また、埼玉県玉川村からは、 4月に説任された

関口定男村長も同行されました。

なぐ
る

「
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
を
自

分
で
作
っ
て
み
よ
う
」
と
村
商
工

会
青
年
部
主
催
の
カ
ヌ

1
教
室
が

始
ま
り
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
青
年
部
長
の
車
田

幸
司
さ
ん
が
当
た
り
、
毎
週
1
回

教
室
を
開
き
、
夏
ま
つ
り
の
進
水

式
ま
で
に
カ
ヌ
ー
を
完
成
さ
せ
る

予
定
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

時
間
的
に
余
裕
の
な
い
自
程
か

ら
か
、
参
加
し
て
い
る
生
徒
の
皆

さ
ん
は
真
剣
な
表
情
で
カ
ヌ

i
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

" 

oz 

消

流

村
品交
川

"で名同

平成11年7月

平
成
6
年
度
か
ら
休
眠
状
態
と
な
っ
て

い
ま
し
た
玉
川
村
青
年
団
連
絡
協
議
会
が

こ
の
ほ
ど
再
結
成
さ
れ
ま
し
た

D

会
長
の

草
野
浩
志
さ
ん
(
写
真
・
岩
法
寺
)
以
下
役

員
も
決
ま
り
、
今
年
度
初
め
て
の
役
員
会

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
新
生
「
玉
青
協
」
の
活

動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

広報たまかわ

• 
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平成11年ア月

j~人優勝

須藤光輝くん

広報たまかわ

平
成
什
年
度
の
東
京
玉
川
会
総
会
は
、
ア
用
什
臼
に
都
内
文

め
い
け
い

京
区
の
苔
渓
会
館
で
関
か
れ
ま
し
た
。
会
員
花
名
が
出
席
し
て
、

平
成
叩
年
度
の
事
業
及
び
決
算
報
告
と
平
成
け
任
度
の
事
業
及

び
予
算
(
案
)
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終

3
後
に
は
、
車
田
村
長
は
じ
め
引
名
の
村
関
係
者
も

入
っ
て
懇
親
会
が
狂
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
「
玉
川
」
の
情
報
交
換
を

し
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

個人2位

斉藤久矢くん

個
人
で
も
大
活
躍

須
藤
君
優
勝

斉
藤
君

2
位

同
大
会
は
、
県
甫
方
部
警
察
連

絡
協
議
会
な
ど
の
主
催
で
行
わ
れ
、

各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
日
チ

ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

玉
川
一
小
チ
1
ム
は
、
石
川
郡

の
第
一
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。
学
科
と
技
能
走
行
の

2
種
目

で
競
技
が
行
わ
れ
、
昨
年
全
国
優

勝
を
し
て
い
る
小
野
新
町
小
学
校

と
僅
差
の
準
優
勝
と
な
り
、

3
年
連

続
県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
の
部
で
は
、
須
藤
光

輝
君
(
6
年
・
小
高
)
が
見
事
優
勝
、

斉
藤
久
矢
君
(
6
年
・
中
)
が
2
位、

国
井
太
輔
君
(
6
年
・
小
高
)
が
努

力
賞
を
受
賞
し
、
「
自
転
車
の

一
小
」
を
印
象
づ
け
ま
し
た
。

東
京
の
中
に
ミ
ニ
}
・
・
ボ
一
川
村

ふ
る
さ
と
「
玉
川
」
を
語
り
合
う

三玉肝三小準優勝二
第28回交通安全こども自転車東南方部大会は、 7月3

日(土)に郡山市の郡山運転免許センターで開かれ、団体

で玉川一IJ¥(水野岩雄校長)の自駈車チームが見事準優勝

を飾りました。

総
会
会
場
と
な
っ
た
若

渓
会
館
で
は
『
ミ
ニ
玉
川

村
」
が
出
来
た
か
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
状
況
で
、
福

島
弁
が
飛
び
交
い
、
笑
い

声
が
堪
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
先
月
、
福
島
空
港

に
中
国
と
韓
国
へ
の
国
際

使
が
就
航
し
た
こ
と
な
ど

村
の
近
況
が
話
題
の
中
心

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
「
追
分
社
中
』
に
よ

る
津
軽
三
味
線
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例

の
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ

れ
、
当
選
者
に
は
、
村
特
産

品
な
ど
が
景
品
と
し
て
贈
ら

れ
ま
し
た
。

突通安全主主も:自車註軽震商会会

部門 穣 自 距離

第1部 小学校2年宣以下親吾 2km 
第2部 小学校3-4年生男吾 2km 
第3部 小学校3-4年生女吾 21くm
第4部 小学校5-6窓生男菩 2km 
第5部 小学校5-6年生女吾 2km 
第6部 中学笠友号 3km 
第ア部 一般女3-A(39歳以下) 3km 
第8部 一般女吾8(40議以よ) 3km 
第9部 中学生男号 5km 
第10部 一般女吾フリー(高授笠以上) 5km 
第11部 一鍛男吾C(40歳以よ) 5km 
第12部 一般男吾0(60歳以よ) 5km 
第13部 高枝笠男否 10km 
第14部 一般男菩A(39歳以下) 10km 
第15部 一鍛男芸臼(40歳以よ) 10km 

須
賀
川
消
防
署
玉
川
派
出
所
(
北
須
釜
)

の
閉
庁
時
間
が
7
月
1
日
か
ら
延
長
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
午
後
5
時
日
分
か
ら
福

島
空
港
最
終
便
が
到
着
す
る
時
間
(
午
後
7

時
ぬ
分
頃
)
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
朝
の
開
庁
時
間
が
、
こ
れ

ま
で
の
8
時
ぬ
分
か
ら
8
時
必
分
に
な
り
ま

し
た
。

-各種目とも 1;__3位までに葺状とトロフイ一、 4位~10位

までに員状とメダルを、参加者全員に参加員(丁シャツ)及び

完走証を贈ります。

・第7部、第8部、第10部、第11部、第14部、第15部の各罷勝

者には、福島空港就航先の無料往復航空券が贈呈されます。

-平成11年8月10日(火) 当日消印首効

・要領(公民舘仁奇)の郵便振替用紙に 1人 1枚記入し、郵便爵

へ掠り込んでください。

高校生"-'1，500円./J¥写生"-'1，000円中写生"-'1，200円

一般"-' 2，000円親吾，，-，2，500円

(申込後の参加取消については、参肥料は返還しません)

-健康に異常がなく完走できる者とする。

ただし、 1人1部門とする。

・小写生、中学生、高校生は保護者が認めた者とする。

(誓約書に署名捺印がない場合は受け付けません。)

・年齢起算は大会日現在とする。

福島空港玉川健康
村では、舎年慶から健震づくりと地域振興を提進するため福

富累外から多くの人々を迎えてのマラソン大会を開催します。

村民の皆さんも震って参加してください。

夏
は
暑
さ
や
行
楽
に
よ
る
疲
労
、
解
放
感

に
よ
る
無
謀
運
転
な
ど
が
原
因
の
交
通
事
故

が
多
発
し
ま
す
。
そ
こ
で
県
民
一
人
ひ
と
り

の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
・
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故

防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
夏
の
交

通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

(
運
動
の
重
点
)

V
無
謀
運
転
・
過
労
運
転
の
追
放

V
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

V
シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
徹
底
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
促
進

平成11年9月26日(8) ※南天決行

(受付)午前8:00~午前 9 :00 

福富空港公菌

平成11年ア月広報たま力、わ

1 1 
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戦没者のご遺族の皆様ヘ

特別弔慰金を支給

圏直rmの健康ごよみ
阻7月

23臼(金) 3識児健診・・・・・・・

午後 1時30分~

28日(水) 日本脳炎・・・

午後 1時00分~

29日(木)日本魁炎予陪接種

午後 1時00分~

~ JAL七夕かざり力、ら~

画展職種及び採用人数

介護士(寮母・寮父)

圃受験資格

・石川郡内に居住している者及び採

用後居住予定の学笠

・昭和29年4月2日~昭幸057年4
月 18までに生まれた者 (掌

歴・男女の別は問わ芯い)

調瀧警の方法

・一般教養筆記試験及び作文

・直接試験

圃試験の期自

平成11年8月18日付。

午前9時30分 ~

ftl合格発表 直接本人に通知しますO

ftl採用照聞及び給呂

平成11年9月 1日から平成12年3
月31巴まで。給料は本法人規定による。

唾受験申込

所定の閉込用紙にl必要事頂を記入の

うえ、 6力月以内に議影したS麗を 1
枚貼付して提出してください。

調受付期間

平成 11 年ア用268~平成 11 $8月

9己まで

週間合わせ先

浅川町大写浅JII写背戸省地177-6
特別養護老人ホームfさぎそうj内社

会福祉法人石川福祉会職員募集事務局

0247-36… 1165 

ー申込用紙

郡内5HlJ村役場の窓口にも用意しで

あります。

若干名

調職種及び採用予定人数

消防職 4名程霞

画受験資格

昭和49年4月2自~昭和57年4月

1日までに生まれた者

(学歴は問わない)

ftl試験の方法

・第 1次試験筆記試験を高校卒業

程度で行います

・第2次試験第1次試験合格者に

対し、口述試験、体力検査、健康

診断などを行う。

画試験の期日及び場所

・第 1次試験平成11年9月19日
(巴) 須費JII市中央公民館

・第2次試験平成11年10月下聞

の予定 須韻川市役所及び広域消

関本部

ー合格から採用まで

合格者は採用者名簿に高得点)11震に登

載され、欠員状況など仁応じて採用が

決定されるため、合格しても採用され

ない場合がある。

割受験手続及び翌付期毘

申込用紙は、海防本部総務課、消防

署、分署、出張所などと役場総務課に

ある。申込用紙に必要事項を記入し、

最終学校の卒業又は卒業見込証明書を

添付して消防本部総務課職員係へ申込

んでください。

ー昼間合わせ先 須翼JII地方広域消防本

部総務課職員係官0248-76-3111

内線220

防衛庁芭衛障では、{普段は企業等

で活動しつつ、災醤派遣など、いざと

いう時に立ち上がり自衛官として活躍

する『即応予備自衛官引を募集して

います。

樹脂募資格

自衛富として 1年以上勤務した方で

①睦上自衛官退官後 1年未満の方

②陸上自備隊の予備自信官の方

なお、元自衛官の方で予備自信芭に

志願していただいた場合、即応予備自

衛官の資格ができます。

層処 遇年間約60万円

(階級により異なります。)

極塵毘企業に揺する施策

約50万円/年

唾義 務

・有事芯どいざという時に自笛宮と

なり、軍民のため働いていただき

ます。

-$間30日(最大12自の分割)の訓

練仁出ていただきます。

同顧問合わせ先

自衛隊撞畠地方連絡部

即応予備自衛芭班

岱 024-546-1919

額面24万円(6年償還の記名国債)

平成11年4月 18'""平成14年 3月318

~請求窓口及び問い合わせ先
玉川村役場健康信社諜 f::57-4623 

閣支給内容

圃請求期間

保

采

1歳6力月児健診

午後 1時~

3・4力月兜健診

午後?詩30分~

機能訓練・.• 

午前10時~

10BC火)ツベルクリン良応検讃・・・・

午後 1時~

12日(木)ツベJレクリン反応及びBCG接種・・

午後 1B寺~

.8月

6日(金)

-保健センター 須:須釜公民館

石保:石川町保健センター 墜:受付時間

9BC月)

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただき

く御礼申し上げます。

-南須釜の大越サタさん

(百歳賀寿を記念して)

(村社会福祉協議会)

" JII辺の矢吹英男さん・JII辺の矢部玄信さん

・玉JII山野草会長奥野四郎さん

梅
雨
も
明
け
、
山
や
海
、
キ

ャ
ン
プ
や
釣
り
な
ど
ア
ウ
ト
ド

ア
レ
ジ
ャ
ー
の
最
盛
期
で
す
。

た
だ
、
こ
の
時
期
は
気
象
状
態

が
不
安
定
で
雷
が
発
生
し
や
す

い
時
期
で
す
。
ゴ
ル
フ
や
登
山

な
ど
で
雷
撃
に
よ
る
死
傷
事
故

の
ニ
ュ
ー
ス
が
よ
く
報
道
さ
れ

ま
す
。雷

鳴
が
聞
こ
え
た
ら
い
ち
早

く
安
令
な
場
所
に
避
難
す
る
こ

と
が
肝
心
で
す
。
ピ
カ
ッ
と
光

っ
て
か
ら
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
聞
こ
え

る
ま
で
の
時
間
で
ま
だ
遠
い
、

と
の
判
断
は
少
々
甘
い
よ
う
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
注
意
を
!

寄
付
あ
り
が

ご
ざ
い
ま
す

次
の
方
々
か
ら
村
へ
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
摩
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

@
N
T
T
石
川
支
厄
日
万
円

・
大
越
サ
タ
さ
ん

mw
万
円

-
近
藤
博
さ
ん
(
石
川
町
)

2
万
円

お誕生おめでとうございます|
(6舟届出分)

保護者名

指之

浩則

健太郎

雄一

伸夫

広和

喜彦

美稚夫

f建
亨E

地 rx 死亡者氏名

111 辺矢吹陸子

矢部サツ

竜 崎 上 野 賢 之 助

出生兜氏名

瓶紗香

吉 田 さ や か

関永久也

溝井琢真

矢部大賞

鈴木祐磨

薄井靖稀

須 釜祥

大越柊輔

石 森 裕 次 郎

地区

111 辺

小高

岩法寺

ー対象者

戦没者死亡当時の三親等内親族で次の要件をすべて

満たしている方

①第6回特別弔慰金国庫農券の受給権を取簿してい

ないこと
②平成11年 4月 1日現在、公務扶助料、遺族年金等

の受給権を渇する選販がいなし1こと

1，782戸(土0)

7，581入(-4)

村のようす
(11年ア月 1日現在)

属

国

計

四

畠

V
2

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

3，741人(土 0)

言Z
I~ 

(6月届出分)

年 齢 世 帯 主名

82 政克

86 玄信

73 トミ

崎

釜須
乎

竜

南

四辻新田

3，840人(-4)

{
納
期
間
出
は
ア
月
初
日
(
月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

今
月
の
納
税

国
民
鍵
療
保
険
税

国
民
年
金
保
験
料

第

1
期

ア
月
八
刀

村

公

民

館

十
字
路
の
辺
に
住
み
着
い

T
七
十
年
夢
見
る
如
し
変
遷
の
絵
図
は

針

戸え
J1. 

里

師
の
声
が
間
喰
」
え
た
よ
う
な
耳
元
に
自
党
め
て
み
れ
ば
未
だ
真
夜
中

沙
代

吉
田

霧
の
ご
ピ
黄
砂
は
翠
つ
野
も
山
も
春
の
女
神
を
連
れ
来
る
あ
か
し

真
弓

は
ん

お
祝
い
に
賜
る
肌
着
は
花
の
い
ろ
着
て
は
さ
く
ら
の
如
く
は
な
や
ぐ

溝
井
は
な
よ

呆
け
初
め
ど
夫
は
い
う
も
昨
日
よ
り
蓋
き
志
れ
た
る
物
見
つ
か
ら
、
ず

曲
占
き
く
み

梅
は
散
り
桜
も
終
わ
る
わ
が
庭
を
染
め
て
明
る
き
み
ど
り
の
若
葉

川
埼
美
智
子

12 
ピック、パレットふくしま(郡山市)@とごろ8月21日(士)、 22日(日)開催き-と

13 



私
の
ふ
る
さ
と
ー
山
形
県
鶴
岡
市
|

阿
部
啓
之
さ
ん
(
竜
崎
)

詠
山
形
県
は
出
羽
三
山
で

有
名
な
湯
殿
山
、
羽
黒
山
、

、

月
山
そ
し
て
鳥
海
富
士
と

し
て
知
ら
れ
る
鳥
海
山
に

固
ま
れ
る
庄
内
平
野
。
そ
の
中
に
私

の
故
郷
、
鶴
岡
市
が
あ
り
ま
す
。

鶴
岡
市
は
日
本
海
に
面
し
、
海
を

目
前
に
し
た
湯
野
浜
温
泉
が
私
の
育

っ
た
街
で
す
。
県
内
最
大
の
海
水
浴

場
と
し
て
も
知
ら
れ
る
た
め
、
夏
は

海
水
浴
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
県
内
外
か

ら
の
観
光
客
で
と
て
も
賑
や
か
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、

庄
内
浜
は
黒
鯛
釣

り
で
も
有
名
で
秋
の
磯
辺
も
釣
り
人

や
芋
煮
会
を
す
る
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

冬
に
な
る
と
景
色
も

一
変
し
、
毎
日

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷 9 玉川村役場 n(0247) 57 -3101編集/総務課印刷/伺円谷印刷(毎月15日発行)

今日の食卓⑮

今月の献立は、ょっぱの会の

「ふれあい料理教室jの際に招

評だった料理をご紹介します。

今月のお題は

I子供向けヘルシー献立l

f豆腐のハンバーグ
きのこソース添えJ

シリース、

トマトケチャツプ
1/2カップ

ウスターソース

B 小さじ1/2
スープ 1力ツプ
赤ワイン 大さじ2
ナツメグ 少々

付け合わせ

イ人分のエネルギー267Kcal

20g 
1 i回

大さじ 1~2

大さじ1/2
小さじ1/2
大さじ11/2 

-木綿豆腐 1T 
・人参 30g 
・長ネギ 40g 
・鳥挽き肉 100g 
・しめじ 100g 
・壬椎茸 100g 

一材料(4人分)一

おろし笠萎
卵

A片栗粉
醤油

塩
サラダ油

台
風
の
様
な
天
気
で
海
は
大
荒

れ
、
勿
論
人
影
も
な
く
な
り
ま
す
。

「雪
の
降
る
街
を
』
の
曲
は
、
こ

の
鶴
岡
市
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

寂
し
げ
で
す
が
何
か
心
暖
ま
る
感

じ
の
す
る
歌
で
す
。
厳
し
い
冬
の

後
の
春
の
穏
や
か
さ
が
地
元
の
方
々

の
心
の
暖
か
さ
を
育
て
る
の
か
、
観

光
客
に
は
「
人
情
の
街
」
と
言
わ
れ

る
程
、
暖
か
さ
の
感
じ
る
街
で
す
。

出
羽
三
山
を
は
じ
め
、
新
鮮
な

海
産
物
と
多
く
の
温
泉
郷
、
是
非

一
度
訪
れ
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

私
は
玉
川
村
に
来
て
五
年
に
な

り
ま
す
。
以
前
は
海
の
さ
ざ
波
の

音
を
聴
き
な
が
ら
眠
り
に
つ
い
て

い
ま
し
た
が
、
今
は
蛙
の
合
唱
を

楽
し
み
に
床
に
つ
く
毎
日
で
す
。

-ミ二トマト
・茄でブロッコリー

・茄でカリフラワー

一 作り方一

①豆腐は、適当な大きさに切り、さっと茄でて水気を切る。

②絞った豆腐を手でつぶし、挽き肉、みじん切りにした人参、

ねぎ、Aを入れてよく混ぜる。

G泡 を婿みの大きさにまとめフライパンで中火にしながら、

よく火を通す。

④しめじは小房に分け、椎茸は薄切りにし、 Bの調昧料で煮

詰め、ソースを作る。

⑤盛り付け1;::)¥ンパーグにソースをかける。付け合わせを添える。

心に残各 都;
我がふるさと

『故郷は、心と心を

結ぶものJ

E議事:jJI~.z:I

東京都保谷市

熊田藤作さん

(J 11辺出身・熊田富雄さんの弟)

私
は
川
辺
出
身
で
す
の
で
、
帰

省
の
折
は
、
新
白
河
で
新
幹
線
を

降
り
、
車
で
矢
吹
か
ら
川
辺
と
い

う
ル

l
ト
を
通
り
ま
す
。

阿
武
隈
川
が
近
く
な
る
と
、
川

辺
の
丘
の
全
景
が
浮
か
び
迫
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
時
の
気
持
ち
は
、

何
と
言
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
、
安
ら
ぎ
を

μ
見
え
る
よ
、
つ
な
。

3
月
幻
日
に
中
ノ
沢
温
泉
で
川

ー
昂
ゆ
り

辺
小
学
校
時
代
の
ク
ラ
ス
会
が
暫

く
ぶ
り
に
あ
り
ま
し
た
。
辺
人
の

中
に
は
、
切
数
年
ぶ
り
の
級
友
も

い
ま
し
た
。
私
は
こ
ん
な
に
楽
し

う

れ

つ

ど

く
嬉
し
か
っ
た
集
い
は
記
憶
に
あ

り
ま
せ
ん
。

世
間
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
爺
ち

ゃ
ん
婆
ち
ゃ
ん
達
が
、
子
供
の
頃

に
帰
り
、
あ
ん
な
事
、
こ
ん
な
事

と
何
の
気
遣
い
も
な
く
は
し
ゃ
い

だ
の
で
す
。

私
の
今
年
の
年
齢
は
、
節
目
の

年
に
当
た
る
の
で
し
ょ
う
か
、
こ

の
ク
ラ
ス
会
の
他
に
、
幾
つ
か
の

ク
ラ
ス
会
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
こ
の
ク
ラ
ス
会
程
感
動
的
な
会

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、

ふ
る
さ
と
を
同
じ
く
し
共
有
す
る

基
盤
が
あ
っ
て
こ
そ
の
事
な
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

「故
郷
は
、
遠
く
に
在
り
て
想

う
も
の
」
と
い
う
句
が
あ
り
ま
す

が
、
「
故
郷
は
、
心
と
心
を
結
ぶ
も

の
」
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。

蒜
生
池
で
先
生
に
隠
れ
て
泳
い

だ
事
、
昔
の
小
高
小
学
校
下
の
街

道
の
た
た
ず
ま
い
、
泉
郷
駅
が
華

や
か
だ
っ
た
頃
の
事
、
小
高
小
学

校
高
等
科
時
代
の
級
友
た
ち
の
こ

と
、
「
ふ
る
さ
と
の
思
い
」
は
い
っ

ぱ
い
で
す
。
そ
の
想
い
は
、
年
と

共
に
募
る
ば
か
り
で
す
。

14 
| 東京玉川会では常時会員を募集しています。詳しくは、役場企画財政課岱r~""fCEIW4Jまで I 




